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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは、日本企業の競争力の源泉としての集合知マネ
ジメントに焦点をあてたものである。集合知の空間的な発現形態である産業クラスターがいか
に知的に高度化してきたかを実証的に研究し、イノベーションを誘発する企業間および組織間
プロセスを探究した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project focused on the management of collective 
intelligence as a source of competitiveness of Japanese companies. We explored the process 
by which the spatial industrial cluster was developed and upgraded intellectually. The 
empirical research in this project traced the interaction among firms and organizations 
to induce innovation. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2010 年度 9,900,000 2,970,000 12,870,000 
2011 年度 8,100,000 2,430,000 10,530,000 
2012 年度 8,000,000 2,400,000 10,400,000 
年度    
  年度    
総 計 26,000,000 7,800,000 33,800,000 
 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学・経営学 
キーワード：イノベーション、集合知、クラスター、産学連携、知識高度化 
 
１． 研究開始当初の背景 
 グローバル化の進展にともなう日本国内
産業の空洞化、長期不況とデフレによる企業
の産業競争力の劣化、中国、韓国、インドに
おける新興企業の競争力強化といった時代
背景のなか、日本企業のイノベーションを惹
起する方法として知的クラスターと集合知
に着目して国際共同研究を行った。 
  
２．研究の目的 
 本研究は 21 世紀の新たな知識管理手法で
ある集合知のマネジメントとその発現形態
としての知的クラスターに焦点を絞り、経営
学、経済学、会計学、経営戦略論、情報科学、
情報工学といった諸分野を専攻する研究者
の相互交流によって、新たな知見の発見とそ
の総合を目指した。3 年間の研究期間に企図
された計画は概ね達成された。 
 
３． 研究の方法 
 本研究では、アクション・リサーチ、オー
ラル・ヒストリー、テキスト・マイニング、
ウェブ集合知サイトの要素開発、フィールド
調査といった一次資料獲得のための調査・研
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究方法を採用した。得られたデータをもとに
理論研究、歴史研究、政策研究、ＩＴ分析、
海外および日本の現地調査による産業間比
較という研究方法を総合的に組み合わせて、
実証研究から理論的概念を抽出するととも
に、理論分析によって導かれた仮説を検証し
た。 
 
４． 研究成果 
 集合知の空間的構造としての産業クラ
スター、ロジスティック・システムの変容、
事業部内の知識移転、オーラル・ヒストリー
のテキスト・マイニング分析、知識フィード
バックをともなうプログラミング開発とい
う各分野において、メゾからミクロ、また、
個人の頭脳のなかに反映された組織文化な
どの研究を進捗させることができた。 
洞口はマレーシアにおいてアクション・リ
サーチを行うとともに、日本およびアメリカ
の航空機産業についての実証研究を進め、ア
メリカ・シアトル周辺のクラスター形成過程
を調査し、経営の不均衡進化についての理論
的な考察を深めた。行本・李は自動車メーカ
ーが中国において採用しているロジスティ
ック戦略の自己組織化的な創発プロセスを
跡づけることにより、海外での部品調達を遂
行するための経営戦略について研究した。福
田は元エプソン副社長であり現在法政大学
大学院教授である木村とともにエプソンで
の技術開発と事業部門間の知識移転の研究
を進めた。入戸野は、オーラル・ヒストリー
研究を積み上げてきた松島よりインタビュ
ーのテキストを入手し、テキスト・マイニン
グの手法によってトヨタの重役が海外進出
に際して重視していた単語を量的に分析し
た。その結果、ヒト、人間といった人間重視
の視点が量的に多数発話されていたことを
明らかにした。児玉は教育システムに利用さ
れる集合知ブログラミングの手法を実践し、
ラーニングシステムの開発を行うとともに、
アメリカ、ＵＣバークレーに客員研究員とし
て滞在して、現地でのプログラミング開発プ
ロジェクトに参画した。 
2010 年 12 月 27 日および 28 日には韓国か
らソウル国立大学ベエ・ジョンホーン准教授、
ヨンセイ大学シン・ドンギョゥプ准教授、イ
ギリスからロンドン大学 SOAS 篠沢義勝准教
授を招聘し、International Workshop for 
Innovation Management, Collective 
Intelligence and Innovation: Network, 
Cluster and Knowledge Management を法政大
学市ヶ谷キャンパスにて開催した。 
 2012年 1月 6日および7日には京都大学大
学院経済学研究科・武石彰教授の研究グルー
プ と 共 同 で Kyoto University & Hosei 
University Joint International Workshop, 
The Boundary of the Firm and Collective 
Knowledge Management: Reprogramming 
Business Institutions for Open Innovation,
を開催し、その内容を同名のプロシーディン
グスにまとめた。 
ワ シ ン ト ン 大 学 Henry M. Jackson 
International Studies のマリー・アンチョ
ロドギー教授と過去 3年間の研究交流を続け、
シアトルの航空機産業についての知見を得
るうえで大きな助力を頂いた。ドイツ・ハン
ブルグ大学ソーステン・タイヒャート教授と
はエアバスのハンブルグ工場の観察を行っ
てきた。ドイツ・ＷＨＵホルガー・エルンス
ト教授とは自動車、電車、機械産業について
日本とドイツとの国際比較を行ってきた。彼
の研究助手であるアンナ・ドゥビエル准教授
もドイツで調査準備をするとともに、来日し
て企業訪問、研究報告を行った。 
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